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岐
阜
県
告
示
第
七
百
七
号

岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
十
年
岐
阜
県
告
示
第
七
百
七
十
号
）
の

全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
関
す
る
指
導
要
綱

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
要
綱
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年

政
令
第
三
百
号
）
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令

第
三
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
、
岐
阜
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
（
平
成
四
年
岐
阜
県
規
則
第
七
十
九
号
。
）、
岐
阜
県
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
一
年
岐
阜
県
条
例
第
十
号
。
以
下
「
適
正
処
理
条
例
」
と
い
う
。
）
、
岐
阜
県
廃
棄
物
の
適
正
処

理
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
岐
阜
県
規
則
第
百
二
十
六
号
。
以
下
「
適
正
処
理
条
例

施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
、
岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
係
る
手
続
の
適
正
化
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
号
。
以
下
「
手
続
条
例
」
と
い
う
。
）
及
び
岐
阜
県
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
係
る
手
続
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
岐

阜
県
規
則
第
八
十
四
号
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
等
に
関
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
処
理
業
者
の
責
務
）

第
二
条

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
、
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
、
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

者
及
び
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
（
以
下
「
処
理
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処

理
に
関
す
る
知
識
の
研
さ
ん
及
び
自
ら
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

処
理
業
者
は
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
等
に
配
慮
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
と
の

信
頼
関
係
を
確
立
し
て
処
理
業
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
か
ら
受
託
し
た
業
務
を
適
正
に
履

行
す
る
も
の
と
す
る
。

３

処
理
業
者
は
、
事
業
者
が
適
正
処
理
条
例
第
十
八
条
の
義
務
を
履
行
す
る
に
当
た
り
、
必
要
な
協
力

を
す
る
も
の
と
す
る
。

４

処
理
業
者
は
、
県
等
が
実
施
す
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
研
修
会
、
講
習
会
等
に
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
再
生
利
用
指
定
業
者
の
責
務
）

第
三
条

省
令
第
九
条
第
二
号
又
は
省
令
第
十
条
の
三
第
二
号
に
規
定
す
る
知
事
の
指
定(

以
下
「
再
生

利
用
個
別
指
定
」
と
い
う
。)

を
受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
産
業
廃
棄
物
の

再
生
に
関
す
る
知
識
の
向
上
に
努
め
、
産
業
廃
棄
物
の
再
資
源
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
の

有
効
活
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
す
る
。

２

指
定
業
者
は
、
再
生
が
廃
棄
物
処
理
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
法
第
十
五
条
の
四
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
九
条
の
四
の
規
定
に
準
じ
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
等
に
配
慮
す
る
こ
と
等

に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
確
立
し
て
再
生
業
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
か
ら
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受
託
し
た
業
務
を
適
正
に
履
行
す
る
も
の
と
す
る
。

３

指
定
業
者
は
、
県
等
が
実
施
す
る
産
業
廃
棄
物
の
再
生
等
に
関
す
る
研
修
会
、
講
習
会
等
に
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
等
）

第
四
条

産
業
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
者
は
、
処
理
業
（
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
、
産
業
廃
棄
物
処
分
業
、
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
及
び
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
処
分
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
許
可
の
申
請
又
は
再
生
利
用
個
別
指
定
の
申
請
に
先
立
ち
、

当
該
申
請
に
係
る
事
業
の
用
に
供
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
、
小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
、
産

業
廃
棄
物
の
積
替
え
の
た
め
の
保
管
施
設
（
以
下
「
積
替
え
保
管
施
設
」
と
い
う
。
）
又
は
再
生
利
用

個
別
指
定
の
事
業
の
用
に
供
す
る
処
分
施
設
（
以
下
「
再
生
活
用
施
設
」
と
い
う
。
）
を
適
正
に
完
成

さ
せ
、
第
九
条
第
六
項
に
規
定
す
る
使
用
前
検
査
適
合
通
知
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
更
新
の
許
可
）

第
五
条

処
理
業
の
更
新
許
可
の
申
請
は
、
許
可
期
限
の
一
月
前
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
要
綱
施
設
設
置
の
手
続
）

第
六
条

積
替
え
保
管
施
設
又
は
再
生
活
用
施
設
（
以
下
「
要
綱
施
設
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け
出
る
も
の

と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
積
替
え
保
管
施
設
の
設
置
に
あ
っ
て
は
様
式
第
一
号
に
よ
り
、
再
生

活
用
施
設
の
設
置
に
あ
っ
て
は
様
式
第
二
号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
次
の
各
号
に
定
め
る
手
続
を

順
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一

様
式
第
三
号
に
よ
る
事
業
計
画
書
を
環
境
生
活
部
長
に
提
出
し
、
適
合
通
知
を
受
け
る
こ
と
。

二

様
式
第
四
号
に
よ
る
周
知
計
画
書
を
環
境
生
活
部
長
に
提
出
し
、
適
合
通
知
を
受
け
る
こ
と
。
た

だ
し
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
及
び
再
生
活
用
施
設
の
処
理
能
力
又
は
積
替

え
保
管
施
設
の
保
管
容
量
若
し
く
は
保
管
面
積
（
以
下
「
処
理
能
力
等
」
と
い
う
。
）
が
増
加
し
な

い
施
設
の
更
新
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
生
活
環
境
へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

イ

建
設
工
事
現
場
で
使
用
さ
れ
る
再
生
活
用
施
設(

移
動
式
の
施
設
を
含
む
。)

で
あ
っ
て
、
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

(一)

(三)
当
該
建
設
工
事
で
発

生
し
た
産
業
廃
棄
物
の
み

を
処
理
す
る
も
の

(一)

事
業
者
の
事
業
場
内

で
は
使
用
さ
れ
な
い
も
の

(二)

施
設
の
使
用
に
よ
り
周
辺
地
域

に
お
い
て
生
活
環
境
の
保
全
上

の
支
障

が
生
じ
る
こ
と
が
な

(三)
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

ロ

事
業
場
（
建
設
工
事
現
場
を
除

く
。
）
で
使
用
さ
れ
る
移
動
式
の
再
生
活
用
施
設
で
あ
っ
て
、

次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

(一)

(四)

当
該
事
業
場
で
発

生
し
た
産
業
廃
棄
物
の
み

を
処
理
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
相

当
期
間
固

定

(一)
状
態

と
な
ら
な
い
も
の

事
業
者
の
事
業
場
内

で
は
使
用
さ
れ
な
い
も
の

(二)

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
行
わ

な
い
も
の

(三)

施
設
の
使
用
に
よ
り
周
辺
地
域

に
お
い
て
生
活
環
境
の
保
全
上

の
支
障

が
生
じ
る
こ
と
が
な

(四)
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い
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

三

前
号
の
規
定
に
よ
り
適
合
通
知
を
受
け
た
周
知
計
画
書
に
基
づ
く
説
明
会
を
次
に
掲
げ
る
者
に
対

し
行
い
、
様
式
第
五
号
に
よ
り
そ
の
実
施
状
況
を
環
境
生
活
部
長
に
報
告
す
る
こ
と
。

イ

設
置
又
は
変
更
を
行
お
う
と
す
る
土
地(

以
下
「
計
画
地
」
と
い
う
。
）
の
敷
地
境
界
か
ら
十

メ
ー
ト
ル
以
内
の
土
地
に
つ
い
て
所
有
権
又
は
貸
借
権
そ
の
他
の
当
該
土
地
を
使
用
す
る
権
利
を

有
す
る
者

ロ

計
画
地
の
敷
地
境
界
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
に
居
住
す
る
者

４

環
境
生
活
部
長
は
、
前
項
第
一
号
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、
そ
の
写
し
を
関
係
市
町
村
長
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
関
係
法
令
の
規
定
の
適
用
の
有
無
及

び
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
特
に
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
期
限
を
定
め
て

意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

５

環
境
生
活
部
長
は
、第
三
項
第
二
号
又
は
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
、
そ
の
写
し
を
関
係
市
町
村
長
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
期
限
を
定

め
て
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

６

環
境
生
活
部
長
は
、
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
内
容
を
審

査
し
、
説
明
会
の
実
施
が
不
十
分
と
判
断
し
た
と
き
は
事
業
者
に
対
し
再
度
説
明
会
を
行
う
よ
う
指
導

す
る
も
の
と
し
、
説
明
会
が
十
分
実
施
さ
れ
た
と
判
断
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
事
業
者
及
び
関
係
市
町

村
長
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
は
、
同
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
る
適
合
通
知
）
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
第
一
項
に
掲
げ
る
手
続
を
行
お
う

と
す
る
と
き
は
、
事
業
者
が
当
該
通
知
を
受
け
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す

る
も
の
と
す
る
。

８

第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
事
業
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
様
式
第
六
号
に
よ
る
届
出
書
を
環
境
生
活
部
長
に
提
出
し
、
適
合
通
知
を
受
け
る
も
の
と
す

る
。

９

環
境
生
活
部
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
適
合
通
知
を
す
る
場
合
は
、
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る

周
知
計
画
書
の
提
出
以
降
の
手
続
を
再
度
実
施
す
べ
き
こ
と
を
併
せ
て
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
届
出
に
係
る
変
更
が
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一

主
要
な
設
備
の
変
更
を
伴
わ
ず
、
か
つ
、
施
設
の
処
理
能
力
等
が
増
加
し
な
い
事
業
計
画
の
変
更

で
あ
っ
て
、
生
活
環
境
へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

二

施
設
の
設
置
に
係
る
生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
事
項
を
定
め
た
協
定
等
を
地
元
住
民
又
は
関
係

市
町
村
長
と
締
結
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
事
業
計
画
の
変
更
で
あ
っ
て
、
生
活
環
境
へ
の

負
荷
を
増
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
環
境
へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
な
い
も
の
と
環
境
生
活
部
長

が
認
め
る
も
の

第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
事
業
計
画
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
七
号

10
に
よ
る
届
出
書
を
環
境
生
活
部
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
周
知
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

11
と
き
は
、
様
式
第
八
号
に
よ
る
届
出
書
を
環
境
生
活
部
長
に
提
出
し
、
適
合
通
知
を
受
け
る
も
の
と
す

る
。
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（
処
理
施
設
の
技
術
上
の
基
準
）

第
七
条

処
理
施
設
（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
、
小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
要
綱
施
設
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
設
置
す
る
者(

以
下
「
処
理
施
設
設
置
者
」
と
い
う
。)

は
、
設
置
す
る
処
理
施
設
の

構
造
が
別
に
定
め
る
構
造
指
針
に
沿
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
適
合
通
知
書
）

第
八
条

知
事
は
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
並
び
に
適
正
処
理
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
（
変
更
の
内
容
が
適
正
処
理
条
例
施
行
規
則
第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
場
合
を
除
く
。
）
の
届
出
を
、
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
審
査
し
、
当
該
基
準
に
適
合

し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
適
合
通
知
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

知
事
、
各
振
興
局
長
又
は
各
振
興
局
事
務
所
長(

以
下
「
知
事
等
」
と
い
う
。)

は
、
適
正
処
理
条
例

第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
、
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
審
査
し
、
当
該
基
準
に
適
合
し
て
い

る
と
認
め
る
と
き
は
、
適
合
通
知
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
前
検
査
等
）

第
九
条

処
理
施
設
設
置
者
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
、
法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
通
知
を
受
け
、
か
つ
、
他
法
令
等
の
規
制
が
解
除
さ
れ

た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付
し
た
様
式
第
九
号
に
よ
る
届
出
書
を
長
知
事
等
へ
提
出
し
た
後

に
、
処
理
施
設
の
設
置
又
は
変
更
（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
変
更
の

内
容
が
省
令
第
十
二
条
の
八
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
、
小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
変
更
の
内
容
が
適
正
処
理
条
例
施
行
規
則
第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
イ

か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
、
要
綱
施
設
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
変
更
の
内
容
が
第

十
一
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
設
置
等
」
と
い
う
。
）
の
工
事

に
着
手
す
る
も
の
と
す
る
。

２

処
理
施
設
設
置
者
は
、
許
可
を
受
け
た
設
置
等
の
許
可
申
請
書
又
は
適
合
通
知
を
受
け
た
設
置
等
の

届
出
書
に
記
載
し
た
事
項
を
遵
守
す
る
も
の
と
す
る
。

３

処
理
施
設
設
置
者
は
、
設
置
等
の
工
事
の
主
要
な
段
階
ご
と
に
、
写
真
等
に
よ
り
記
録
を
残
し
て
お

く
も
の
と
す
る
。

４

処
理
施
設
設
置
者
は
、
処
理
施
設
設
置
等
の
工
事
完
了
時
に
視
認
で
き
な
く
な
る
設
備
等
が
あ
る
場

合
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
知
事
等
の
中
間
検
査
を
受
け
る

も
の
と
す
る
。

５

処
理
施
設
設
置
者(

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
す
る
者
を
除
く
。)

は
、
処
理
施
設
設
置
等
の
工

事
が
完
了
し
た
と
き
は
、
様
式
第
十
号
に
よ
る
申
請
書
を
知
事
等
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

６

知
事
等
は
、
前
項
又
は
法
第
十
五
条
の
二
第
五
項
の
規
定
（
法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
二
項
に
よ
り

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
申
請
が
あ
り
、
処
理
施
設
が
設
置
等
の
許
可
申
請
又
は
届
出
の
内

容
を
逸
脱
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
前
検
査
適
合
通
知
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
維
持
管
理
等
）

第
十
条

処
理
施
設
設
置
者
は
、
設
置
す
る
処
理
施
設
の
維
持
管
理
が
別
に
定
め
る
管
理
指
針
に
沿
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
要
綱
施
設
の
変
更
）

第
十
一
条

要
綱
施
設
（
改
正
前
の
岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
十
年

岐
阜
県
告
示
第
七
百
七
十
号
。
以
下
「
旧
指
導
要
綱
」
と
い
う
。)

の
規
定
に
よ
り
既
に
設
置
届
が
提
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出
さ
れ
て
い
る
積
替
え
保
管
施
設
又
は
再
生
活
用
施
設
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
設
置
す
る
者
は
、

当
該
施
設
に
つ
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
様
式
第
十

一
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

処
理
能
力
等
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
大
す
る
場
合

二

処
理
方
式
を
変
更
す
る
場
合

三

施
設
の
位
置
を
変
更
す
る
場
合

四

再
生
活
用
施
設
の
設
備
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
再
生
処
理
に
係
る
主
た
る
設
備
を
変
更
す

る
場
合

五

施
設
の
構
造
又
は
設
備
を
変
更
す
る
場
合
（
排
ガ
ス
の
性
状
、
排
水
の
水
質
そ
の
他
の
生
活
環
境

へ
の
負
荷
に
関
し
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
達
成
す
る
こ
と
と
し
た
数
値
を
変
更
す

る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
減
少
す
る
こ
と

と
な
る
と
き
を
除
く
。）

六

施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
を
変
更
す
る
場
合
（
排
ガ
ス
の
性
状
、
排
水
の
水
質
そ
の
他
の

生
活
環
境
へ
の
負
荷
に
関
し
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
達
成
す
る
こ
と
と
し
た
数
値

を
変
更
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
減
少

す
る
こ
と
と
な
る
と
き
、
又
は
排
ガ
ス
の
性
状
及
び
放
流
水
の
水
質
の
測
定
頻
度
を
変
更
す
る
場
合

で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
測
定
頻
度
が
高
く
な
る
と
き
を
除
く
。）

七

処
理
に
伴
い
生
ず
る
排
ガ
ス
又
は
放
流
水
の
処
理
方
法
を
変
更
す
る
場
合
（
排
ガ
ス
又
は
排
水
の

量
、
排
出
方
法
、
排
出
口
の
位
置
又
は
排
出
先
を
変
更
す
る
場
合
に
限
る
。）

２

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
書
の
提
出
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
次
の
各
号
に
定
め

る
手
続
を
順
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一

様
式
第
三
号
に
よ
る
事
業
計
画
書
を
環
境
生
活
部
長
に
提
出
し
、
適
合
通
知
を
受
け
る
こ
と
。

二

様
式
第
四
号
に
よ
る
周
知
計
画
書
を
環
境
生
活
部
長
に
提
出
し
、
適
合
通
知
を
受
け
る
こ
と
。
た

だ
し
、
届
出
に
係
る
変
更
が
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

イ

施
設
の
位
置
の
変
更
で
あ
っ
て
、
生
活
環
境
へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も

の
ロ

施
設
の
構
造
及
び
設
備
の
変
更
で
あ
っ
て
、
排
ガ
ス
の
性
状
、
放
流
水
の
水
質
そ
の
他
の
生
活

環
境
へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

ハ

処
理
に
伴
い
生
ず
る
排
ガ
ス
又
は
排
水
の
量
又
は
処
理
方
法
に
関
す
る
事
項
の
変
更
で
あ
っ

て
、
排
ガ
ス
又
は
排
水
の
排
出
の
方
法(

排
出
口
の
位
置
、
排
出
先
等
を
含
む
。
）
又
は
量
の
増

大
に
係
る
変
更
で
な
い
も
の

ニ

施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
の
変
更
で
あ
っ
て
、
排
ガ
ス
の
性
状
、
排
水
の
水
質
そ
の
他

の
生
活
環
境
へ
の
負
荷
に
関
し
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
達
成
す
る
こ
と
と
し
た

数
値
の
変
更
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
減
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の

若
し
く
は
排
ガ
ス
の
性
状
又
は
放
流
水
の
水
質
の
測
定
頻
度
の
変
更
に
よ
っ
て
測
定
頻
度
が
高
く

な
る
も
の
の
み
を
行
う
も
の

ホ

第
六
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
再
生
活
用
施
設
に
係
る
変
更

へ

第
六
条
第
三
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
移
動
式
の
再
生
活
用
施
設
に
係
る
変
更

三

前
号
の
規
定
に
よ
り
適
合
通
知
を
受
け
た
周
知
計
画
書
に
基
づ
く
説
明
会
を
第
六
条
第
三
項
第
三

号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
者
に
対
し
行
い
、
様
式
第
五
号
に
よ
り
そ
の
実
施
状
況
を
環
境
生
活
部
長
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に
報
告
す
る
こ
と
。

３

第
六
条
第
四
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
四
項
中
「
前
項
第
一
号
又
は
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
項
又
は

第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、

同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
第
二
号
又
は
第
十
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
一
項
又
は
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
「
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号

た
だ
し
書
」
と
、
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
」
と
、
「
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条

第
二
項
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、

同
条
第
九
項
中
「
第
三
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」
と
、「
施
設
の
設
置
」

と
あ
る
の
は
「
施
設
の
変
更
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
三
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第

二
項
第
一
号
」
と
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
三
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
一
条
第
二
項
第
二

号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

要
綱
施
設
を
設
置
す
る
者
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
変
更
以
外
の
要
綱
施
設
の
変
更
を
す
る
場
合
に

は
、
変
更
後
速
や
か
に
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
等
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

５

旧
指
導
要
綱
の
規
定
に
よ
り
既
に
設
置
届
が
提
出
さ
れ
て
い
る
施
設
（
要
綱
施
設
を
除
く
。
以
下
「
旧

要
綱
施
設
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
者
は
、
旧
要
綱
施
設
に
つ
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
変
更
を
す
る
場
合
に
は
、
新
た
に
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
又
は
小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を

設
置
す
る
も
の
と
し
て
手
続
条
例
に
基
づ
く
設
置
の
手
続
を
行
う
も
の
と
し
、
そ
れ
以
外
の
変
更
の
場

合
に
は
、
変
更
後
速
や
か
に
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
等
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

処
理
能
力
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
大
す
る
場
合

二

処
理
方
式
を
変
更
す
る
場
合

三

施
設
の
位
置
を
変
更
す
る
場
合

四

処
分
に
係
る
主
た
る
設
備
を
変
更
す
る
場
合

五

施
設
の
構
造
又
は
設
備
を
変
更
す
る
場
合
（
排
ガ
ス
の
性
状
、
排
水
の
水
質
そ
の
他
の
生
活
環
境

へ
の
負
荷
に
関
し
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
達
成
す
る
こ
と
と
し
た
数
値
を
変
更
す

る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
減
少
す
る
こ
と

と
な
る
と
き
を
除
く
。）

六

施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
を
変
更
す
る
場
合
（
排
ガ
ス
の
性
状
、
排
水
の
水
質
そ
の
他
の

生
活
環
境
へ
の
負
荷
に
関
し
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
達
成
す
る
こ
と
と
し
た
数
値

を
変
更
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
減
少

す
る
こ
と
と
な
る
と
き
、
又
は
排
ガ
ス
の
性
状
及
び
放
流
水
の
水
質
の
測
定
頻
度
を
変
更
す
る
場
合

で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
測
定
頻
度
が
高
く
な
る
と
き
を
除
く
。）

七

処
理
に
伴
い
生
ず
る
排
ガ
ス
又
は
放
流
水
の
処
理
方
法
を
変
更
す
る
場
合
（
排
ガ
ス
又
は
排
水
の

量
、
排
出
方
法
、
排
出
口
の
位
置
又
は
排
出
先
を
変
更
す
る
場
合
に
限
る
。）

（
要
綱
施
設
等
に
係
る
諸
報
告
に
関
す
る
事
務
）

第
十
二
条

小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
、
要
綱
施
設
又
は
旧
要
綱
施
設
を
設
置
す
る
者
は
、
当
該
施

設
を
休
止
し
、
又
は
再
開
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
等
に
提
出

す
る
も
の
と
す
る
。

２

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場(

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
除
く
。)

の
う
ち
処
分
業
の
用
に
供
す
る
も
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の
を
設
置
す
る
者
は
、
当
該
施
設
の
埋
立
て
を
終
了
し
た
と
き
は
、
埋
立
て
を
終
了
し
た
日
か
ら
三
十

日
以
内
に
、
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
届
出
書
を
環
境
生
活
部
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
最
終
処
分
場
を
設
置
す
る
者
は
、
当
該
施
設
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

様
式
第
十
六
号
に
よ
る
確
認
申
請
書
を
環
境
生
活
部
長
へ
提
出
し
、
当
該
最
終
処
分
場
の
状
況
が
一
般

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭

和
五
十
二
年
総
理
府
厚
生
省
令
第
一
号
）
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

確
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

４

小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
、
要
綱
施
設
又
は
旧
要
綱
施
設
（
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
除

く
。)

を
設
置
す
る
者
は
、
当
該
施
設
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
届
出

書
を
知
事
等
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
処
理
施
設
の
譲
り
受
け
等
）

第
十
三
条

処
理
施
設
設
置
者(

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
す
る
者
を
除
き
、
旧
要
綱
施
設
を
設
置

す
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

か
ら
処
理
施
設
（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
除
き
、

旧
要
綱
施
設
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

を
譲
り
受
け
、
又
は
借
り
受
け
た
者
は
、
速

や
か
に
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

処
理
施
設
設
置
者
で
あ
る
法
人
の
合
併(

処
理
施
設
設
置
者
で
あ
る
法
人
と
処
理
施
設
設
置
者
で
な

い
法
人
が
合
併
す
る
場
合
に
お
い
て
、
処
理
施
設
設
置
者
で
あ
る
法
人
が
存
続
す
る
場
合
を
除
く
。)

又
は
分
割
（
処
理
施
設
を
承
継
さ
せ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
よ
り
当
該
処
理
施
設
を
承
継
し
た
法
人
は
、

速
や
か
に
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３

処
理
施
設
設
置
者
に
つ
い
て
相
続
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
処
理
施
設
設
置
者
の
地
位
を
承
継
し
た

相
続
人
は
、
速
や
か
に
様
式
第
二
十
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
勧
告
等
）

第
十
四
条

知
事
は
、
こ
の
要
綱
の
規
定
を
遵
守
し
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
要
綱
の
施
行
に
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
報
告
を
求
め
、
又
は
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
表
）

第
十
五
条

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
報
告
（
以
下
「
勧
告
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た

者
が
、
そ
の
勧
告
等
に
誠
実
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
勧
告
等
の
内
容
を
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
適
用
除
外)

第
十
六
条

こ
の
要
綱
は
、
岐
阜
市
の
区
域
内
に
お
い
て
設
置
、
変
更
等
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
適

用
し
な
い
。

附

則

１

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

旧
指
導
要
綱
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
は
、
改
正
後
の
岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
の
適

正
処
理
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
相
当
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則

１

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
要
綱
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
要
綱
に
よ
る
改
正
前
の
岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
関
す

る
指
導
要
綱
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
（
以
下
「
旧
用
紙
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に

お

い
て
は
、
こ
の
要
綱
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
規
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定

に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
用
紙
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。


